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にこやかな笑顔の中に「よし、頑張るぞ/J、

内に秘めた決意と喜びがうかがえます。

21世紀を担う中学生14人の「大村少年使節団」

です。

400年前、 ヨーロッパで大歓迎を受け、西洋

文伯を持ち帰るなどの偉業を達成した天正遣欧

少年使節の足跡をたどり、8月20日からポルト

ガル、 イタリ?などを訪問レます。

異国の文化 ・慣習など、 どのように映り、ど

う生かしてくれるのでしょう。

いってらっしゃい、少年使節/

※関連記事は、 2ページに掲載しています。

平成2年 8月号
Na1120 



年祭天正少年帰国

天
正
遣
欧
少
年
使
節
帰
国
4
0
0年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て

寸
大
村
少
年
使
節
団
し
が

8
月
お
白
か
ら

9
月
1
日
ま
で
、
刊は
泊

竹山
日
の
日
程
で
天
正
少
年
、か
た
ど
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン、

イ
タ
リ
ア
な
ど
を
訪
問
し
ま
す
。

こ
の
派
遣
事
業
は
、
4
0
0
余
年
前
未

知
へ
の
世
界
へ
旅
立
っ
た
天
正
少
年
使
節

の
勇
気
と
冒
険
の
旅
路
を
た
ど
り
な
が
ら
、

外
国
の
文
化
に
触
れ
、
国
際
的
な
成
材
寛
を

磨
き
、

幻
世
紀
を
担
う
青
少
年
の
国
際
人

と
し
て
の
人
材
育
成
、
歴
史
を
生
か
し
た

ま
ち
ゃつ
く
り
、
地
域
活
性
化
を
担
う
人
材

育
成
を
目
指
し
て
派
遣
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
、
使
節
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
正

使
8
人、

副
使
6
人
。
市
内
全
中
学
校
か

ら
2
1
0
人
の
応
募
が
あ
り
、

筆
記

・
作

文
試
験
な
ど
の
第
1
次

・
第
2
次
選
考
を

み
ご
と
突
破
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

使
節
団
は
、
出
発
を
前
に
、
大
村
P
R

の
た
め
の
知
識
や
訪
問
国
の
語
学
な
ど
事

前
研
修
を
続
け
、
訪
問
地
で
は
、
ロ
ー
マ

法
王
パ

ウ
ロ

2
世
と
の
特
別
謁
見
、

ポ
ル

ト
ガ
ル
で
の
ホ
l
ム
ス
テ
イ、

国
際
夜
行

句、
"‘h 

約百季初~~修

事て

l-.--J 

大村の知識、訪問国の語学など事前研修をする少年使節。研修は

出発前まで続けられますが、この日は l泊研修、和やかな中にも真

剣に学ぶ姿が印象的でした 。 (~ - 15 ・ 横山頭山荘〉

〈も

列
車
の
旅
、
記
念
植
樹
な
ど
い
ろ
ん
な
体

験
を
通
じ
親
善

・
交
流
を
深
め
ま
す
。

正
使

・
副
使
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

(順
不
同

・
敬
称
略
)

O
正
使
・:
新
地
恭
子
(大
村
中
2
年
)
、
笠

井
可
奈
(
西
大
村
中
2
年)、

蒲
地
徹
(桜

が
原
中
2
年
)
、
神
原
妙
佳
(西
大
村
中
2

年
)
、
長
崎
瑠
美
(
郡
中
3
年
)
、
川
嶋
真

二
郡
中
3
年
)
、
氏
原
裕
二
玖
島
中
3

年
)、

田
中
圭
子
(
菅
一
瀬
中
3
年
)

。
副
使
・:
渡
虐

一
美
(玖
島
中
2
年
)
、
久

保
井
直
美
(
郡
中
3
年
)、

末
棟
洋
志
(桜

が
原
中
2
年)、
栗
山
寛
之
(菅
一瀬
中
2
年
)、

久
田
松
重

(大
村
中
3
年
)
、
山
下
和
秀

(郡
中
2
年
)

新地 恭子さん
(水主町 1了目)

笠井 可奈さん
(頭訪3丁目〉

蒲地 徹さん
(松並2丁目〉

神原 妙佳さん

(諏訪2丁目)

ぬ
恩

恵
7

多
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百 町 〕
崎

=一母
長

(

氏原 裕ーさん

o久島 1丁目)

圭子さん
下 町)

田中
〈田

使
節
団
派
遣
日
程
(
予
定
)

出
発

(リ
ス
ボ

ン
着
)

ポ
ル
ト
ガ
ル
政
府

・
リ
ス
ボ
ン
市

長
、
日
本
大
使
館
な
ど
表
敬
訪
問

N

お
日
i
M
日

シ
ン
ト
ラ
と
の
友
好
交
流

式
典
、
ホ
!
ム
ス
テ
イ
、
中
学
校

訪
問
な
ど

エ
ヴ
オ
ラ
市
視
察

マ
ド
リ
ッ
ド
、
ト
レ
ド
視
察

ロ
ー
マ
法
王
庁
、
日
本
大
使
館
な

ど
表
敬
訪
問

フ
イ
レ
ン
ツ
ェ
視
察

ロ
!
マ
法
王

ヨ
ハ
ネ

・
パ
ウ
ロ

H

世
と
の
特
別
謁
見

パ
リ
市
内
視
察

帰
国

(パ
リ
↓
成
田

・
機
中
泊
)

大
村
到
着

8
月
却
日

N

2
日

H

お
日
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R
一一
例
楽
し
ん
だ
ツ

t
リ
ン
グ

ー

天
正
4
0
0年
記
念

輔
ロ

ド
'90 
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天
正
少
年
帰
国
4
0
0
年
祭
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
7
月
8
日
「
天
正
4
0
0

年
記
念
二
輪

ロ
|

ド
卯」

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

天
王
少
年
の
中

に
、
大
村
藩
出
身

の
中
浦
ジ
ュ
リ
ア

ン

(西
海
町
)
と

原
マ
ル
チ
ノ

(波

佐
見
町
)

の
2
人

が
い
る
こ
と
か
ら
、

4
少
年
ゆ
か
り
の

地
を
巡
る
ツ
ー
リ

ン
グ
と
4
0
0
年

祭
P
R
が
目
的
。

大
会
に
は
、

回

広報おおむら平成 2年 8月号

400年祭市民の夕べ l

盛んな声援の中で

歳

・

ω歳
の
年
長
者
を
は
じ
め
女
性
ラ
イ

ダ
ー
な
ど
、
市
内
外
か
ら
別
人
の
バ

イ
ク

愛
好
者
が
参
加
。
8
班
に
編
成
し
た

一
行

は
午
前
叩
時
、
前
田
助
役
の
合
図
と
同

時
に
、

交
通
安
全
の
た
す
き
を
か
け
た
班

長
を
先
頭
に
、
目
的
地
の
波
佐
見

・
西
海

町
へ
出
発
。

両
町
で
は
、
波
佐
見
町
の
児
玉
薫
、
西

海
町
の
田
崎
亥
十
二
両
町
長
の
歓
迎
を
受

け
る
な
か
、
松
本
市
長
の
親
書
を
届
け
、

4
0
0
年
祭

へ
の
参
加

・
協
力
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

ま
た
、
4
少
年
の
歴
史
ク
イ
ズ
や
じ
ゃ

ん
け
ん
、
パ

チ
ン
コ
玉
移
し
な
ど
楽
し
い

ゲ
i
ム
を
競
い
な
が
ら
の
約
7
時
間
に
も

及
ぶ
行
程
を
終
え、

無
事
到
着
し
ま
し
た
。
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目恵

一

一

1
1
3審
議

襲

語

障

際

幽

ー
マ
教
皇
へ
の
謁
見
、
そ
れ
を
通
じ
て
少

一

…

開

闘

襲

園

調

阻

躍

叫

年
た
ち
へ
の
西
欧
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
の
理

一

一

罰

劃

毘

覇

醐

碕

脳

¥

山

解
、
ま
た
西
洋
で
の
日
本
認
知
に
よ
る
二

一

調

理

語

講

量

ル

エ
ズ
ス
会
へ
の
経
済
的
援
助
な
ど
が
、
王
な

…

盟
咽
遇
措
渇
騒
婚
制
組

a・
謁
醐問
一以

炉

も
の
で
し
た
。

謹
樋
掴
翻
鶴
蝿
瞳
留
m
m
四

そ

れ
は
各
地
で
の
歓
迎
ま
た
教
皇
へ

…

雲

縦
断
開
聞
瞭
磁
器

開

一

主
ツ
憾

の
謁
見
に
よ
っ

て
十
分
奏

さ

れ
た
と
壬一
二

ー

州

w

国
帯構
咽
閣
閣
関
関
器
棚
魁
ト
ウ
工
備

え
ま
す
。

一

一

点
中

Ji選

立

西
洋
で
の
目
的
を
果
た
し
て
長
崎
の
港

…

+
一
ふ
1
1
司
君

1
1
一
¥寸ヰ4

功

A
司
舗
面
隊
、A

1

E
E理
観
副
置
悪
輩

t
s
a
E
E
E蘭
幽
ヴ
る

に
帰
国
し
た
の
は
、
1
5
9
0
年
の
7
月

一

目
1
E
E藍
置
書
量
盛
田

E淑
ア

あ

一

間
組
問
湘
閥
柑
同
幽
閥
噛
圏
沼
姐

附
リ
に

の
こ
と
で
し
た
。

出
発
し
て
以
来
8
年
5

一

一

繍

硝

甑

ぷ
翻

開

槻

趨

閥
抗
付
腕

か
月
が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。

一

一

番

号

襲

警

連

覇

j

西
洋
で
数
多
く
の
も
の
を
見
聞
し、

帰

…

…

ま

翠

襲

議

議

嚢

準

語

;1

国
後
の
自
ら
の
行
動
に
大
き
な
夢
を
抱
い

い

一

リ
ス
ボ
ン
に
西
洋
巡
歴
の
第
一
歩
を
刻
て
い
た
少
年
た
ち。

し
か
し
日
本
の
情
勢

一

一
ん
だ
少
年
た
ち
は
、
最
終
目
的
地
ロ

l
マ

は

、
彼
ら
の
夢
と
は
反
対
に
大
き
く
変
わ

一

一
に
至
る
ま
で
、
約
1
年
半
に
わ
た
っ
て
ヨ

ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

一

一

l
ロ
ツ
パ
各
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

少
年
た
ち
と
縁
の
深
か

っ
た
大
村
純
忠

一

一

各
地
で
の
歓
迎
ぶ
り
は
、
大
変
な
も
の

と
大
友
宗
麟
の
2
人
は
、
少
年
た
ち
の
帰

一

一
で
、
そ
の
地
の
国
王
自
ら
が
少
年
た
ち
を
国
を
待
た
ず
に
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い

一

…
も
て
な
す
程
で
し
た
。
た
と
え
ば
彼
ら
の

ま
し
た
。
加
え
て
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
キ

…

一
た
め
に
用
意
さ
れ
た
御
馳
走
の
量
は
、
蟹

リ

ス
ト
教
の
禁
教
令
が
出
さ
れ
、

少
年
た

一

一
2
0
0
匹
、
子
牛
の
足
日
本
、
駁
お
キ
ロ

ち
の
西
洋
で
の
貴
重
な
体
験
を
活
か
す
場
一

一
と
い
う
具
合
で
し
た
。

は
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

一

一

ロ
|
マ
へ
到
着
し
た
の
は
、
1
5
8
5

し
か
し
、
4
0
0
年
前
に
4
少
年
が
、

…

一
年
3
月
辺
目
、
長
崎
の
港
を
出
発
し
て
か
日
本
初
の
使
節
と
し
て
西
洋
に
わ
た
り
、

一

一
ら
実
に
3
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々

に
、
日
本
お

一

一

ロ

l
マ
教
皇
へ
の
謁
見
は
3
月

μ
日

に

よ

び

日
本
人
の
存
在
を
知
ら
し
め
た
こ
と

一

一
行
わ
れ
、
そ
れ
以
後
4
月
刊
日
に
至
る
ま
は
、
動
か
ざ
る
事
実
で
す
。

…

一
で
、
実
に
5
回
に
わ
た
っ
て
教
皇
に
接
す
こ
こ
に
こ
の
使
節
の
基
本
的
な
、
意
義

一

一
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一

+

少
年
使
節
派
遣
の
大
き
な
目
的
は
、
ロ
大
村
史
談
会
久
田
松
和
則

一

r
-
4
?
骨
三
4
-
z-4
Z24
一事

4
ミ

4
-一言
4
一--T74
毛
も
さ
も

一-EF
-
-
?
骨

-azz
A?

j
Z24
?
骨
条一

4
-az---
?
?
?骨
き
4

一ユzj
宇一7・
妻
、

優
勝
は
、

ム
で
し
た
。

天正少年帰国 400年祭への理解と認識を

深め、市民総意の事業にしようと 6月30日、

r 4 0 0年祭市民の夕べ」が催されました。

400年祭の事業内容 ・今回派遣される14

人の大村少年使節の紹介、そして、 天正4少

年の歌、 コーラス グループなどによる楽しい

ハーモニー、吹奏楽部のみごとな演奏、歌謡

協会による歌や喜劇タ ッチの寸劇、ダンスク

ラブによる軽快な踊り 、4少年の仮装などで

会場からは盛んな声援が送られていました。
競技の最後は点棒当てゲーム。

なかなか当た りません。
総合得点、で、田崎(左)、渡辺

チームが優勝されました。
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正しVしつIt肱家庭かち
明 1\'~祉会跡地域から

近
年
、
青
少
年
の
非
行
が
深
刻
な
問
題

に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
特
に
、
夏
休
み
は
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
乱
れ
が
ち
に
な
り
、

非
行
化
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん。

酒
を
飲
ん
だ
り
、
タ
バ

コ
や
シ

ン
ナ
ー

を
吸
う
よ
う
な
少
年
、
自
転
車
の
ル

l
ル

違
反
を
す
る
少
年
、

バ
イ
ク
の
無
免
許
運

転
や
暴
走
運
転
な
ど
を
す
る
少
年
を
出
さ

な
い
家
庭
ゃ
つ
く
り

・
許
さ
な
い
町
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

バ
イ
ク
の
盗
難
巴

注
意
し
ま
し
ょ
う

f

最
近
、
少
年
に
よ
る
バ

イ
ク
の
盗
難
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
駅
や
商
庖
街
な
ど
四
個
所
・

2
7
1
台
の
バ
イ
ク
の
実
態
を
調
査
し
ま

県内各地を回り 、青少年の非行防止およ び事故防止を
呼びかけた県青少年育成県民会議のキャラパン隊の皆

さん (勾 ・市役所)

し
た
。
そ
の
結
果
、
エ
ン
ジ
ン
キ
l
を
差

し
込
ん
だ
ま
ま
と
い
う
の
が
6
台
。
ハ
ン

ド
ル
ロ

ッ
ク
を
か
け
て
い
な
い
も
の
が
、

約
半
数
の
1
2
6
台
も
あ
り
ま
し
た
。

バ
イ
ク
は
、
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
は
ず
し

て
お
く
だ
け
で
は
、
そ
の
ま
ま
押
し
て

い
っ
た
り
、
配
線
を
直
結
さ
れ
て
盗
ま
れ

た
り
し
ま
す
。

パ
)ペ
ク
を
止
め
る
時
は
、
エ

ン
ジ
ン

キ
ー
を
は
ず
し
、
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
か

け
、
盗
難
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

塵
支
で
結
ぶ
国
療
駒
郡
市

ー
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
夕
べ
開
催
H

天
正
遣
欧
少
年
使
節
帰
国
4
0
0
年
を

記
念
し
た
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
夕
べ
」
(
読
売

新
聞
西
部
本
社
主
催
、
駐
日
ポ
ル
ト
ガ
ル

大
使
館

・
大
村
市

・
4
0
0
年
記
念
事
業

推
進
協
議
会

1
後
援
)
が
7
月
7
日
、
福

岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
市
は
い
ま
「
天
正
遣
欧
少
年
使
節

帰
国
4
0
0
年
記
念
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

4
0
0
年
前
に
、
勇
気
と
冒
険
の
旅
を

成
し
遂
げ
た
4
少
年
。
彼
ら
は
、

ヨ
ー
ロ

ッパ

文
化
を
持
ち
帰
る
な
ど
、
日
本
の
歴

体

験

を

史
を
大
き
く
塗
り
替
え
ま
し
た
。

こ
の
帰
国
4
0
0
年
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
は
、
歴
史
を
通
じ
た
町
ゃ
つ
く
り
、
ま

た、

世
界
に
は
ば
た
く
大
村
市
の
国
際
化
、

活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
こ
の
「
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
夕
べ
」
が
催
さ
れ
た
も
の
で
、
タ
ベ

に
は
、
駐
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
館
の
ア
ナ
・

ゴ
メ
ス

・
マ
リ
ア
代
理
大
使
、
桑
原
福
岡

市
長
、

塩
塚
大
牟
田
市
長
、
楠
田
築
柴
野

市
長
、
松
本
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
関

係
者
な
ど
九
州
各
県
か
ら
約
6
0
0
人
が

出
席
。
結
城
了
悟

・
二
十
六
聖
人
記
念
館

通

b 

良

理

解

き

者

11: 

水
稲
ゃ
つ
く
り
お
よ
び
米
消
費
拡
大
実
行

吻

e

員
配

委
員
(
市
農
林
部
職
員
)
で
は

6
月
お
目
、

B

理

一

水
稲
づ
く
り
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

i

一打
沿

農
業
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
う
も
の
か
、

s
U
引

α
認
識
は
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
「
実
際
に

バ
¥

似

体

験
し
な
い
と
理
解
で
き
な
い
所
が
多
く

相

あ
る
の
で
は
」
と
の
こ
と
か
ら
、
今
回
が

?

き

初

め
て
の
試
み
。

¥

ム十
一
げ
水
田
提
供
者
は
、
田
添
利
弘
さ
ん

(荒

.

3
U
州

瀬
町
)
、
約
加
人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た

れ
穫
が
、
ほ
と
ん
ど
が
初
体
験
。
慣
れ
な
い
手

も
慣
収
つ
き
な
が
ら
も
田
添
さ
ん
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
約
5

M
l

の
田
ん
ぼ
に
苗
を
植
え

館
長
に
よ
る
「
少
年
た
ち
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
化
の
出
会
い
」
と
題
す
る
講
演
や
弦
楽

器
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-4-

建省

記念講演や弦楽器演奏な どが行なわれた 「ポルト

ガルの夕べ 只 ・福岡市内のホテル)

つ
け
ま
し
た
。

今
後
、
肥
料
、
駆
除
、
草
取
り
、
収
穫

ま
で
を
体
験
し
、
行
政
に
反
映
さ
せ
た
い

と
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。

「
う

ト

回
ド
ツ

め
工

姶
イ

ら
タ

酔
み

家
亡



国
民
年
金
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

〆
告
宮
ち

τま
す
〆

dm 

平
成

2
年
国
勢
調
査
の

日
マ
恭
司
却
に肘

広報おおむら平成 2年 8月号

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
ノ

ぽ
く
か
セ
ン
サ
ス
く
ん
。
で
す
。

国
勢
調
査
を
広
く
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
の
が
ぽ

く
の
役
目
。

生
ま
れ
た
て
の
赤

ち
ゃ
ん
だ
け
ど
、
ぽ
く

だ
っ
て
り
っ
ぱ
に
調
査

の
対
象
に
な
る
ん
だ
か

ら
忘
れ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
。

日
月
1
日
の
調
査
日

明
る
い
家
庭
、
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
家
庭
の
様
子
な
ど
、
テ
ー
マ
に

そ
っ
た
た
く
さ
ん
の
作
品
を
待
っ

て
い
ま
す
。

作
文
の
内
容
・
誰
で
も
老
後
は

や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
の
制

度
と
し
て
、
ま
た
、
万
一
(
障
害
、

遺
族
年
金
)
の
場
合
に
備
え
る
制

度
と
し
て
、
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
み

ん
な
で
協
力
し
支
え
合
う
と
い
う

制
度
で
す
。

家
庭
と
年
金
の
関
係
、
お
母
さ

E-誠
司
誌
毛
ぬ

宮
司

a 

ま
で
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
活
躍
し

ま
す
。
皆
さ
ん
応
援
し
て
ね
ノ

ん
の
年
金
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
年

金
な
ど
の
話
し
を
聞
き
、
自
分
で

知
り
感
じ
た
こ
と
を
表
現
し
て
く

だ
さ
い
。

-
ま
た
、
市
内
に
は
、
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
の
積
立
金
(
還
元
融

資
)
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
施
設

(
市
立
病
院
、
簡
易
水
道
、
市
民

体
育
館
、
市
民
プ

l
ル
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
本
町
保
育
所
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
、
清
掃
車
な
ど
)
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
の
う
え
で
大
い
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
、

ま
た
見
学
し
て
思
っ
た
こ
と
な
ど

を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

-
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
も
、
そ

れ
ぞ
れ
に
思
い
出
や
お
考
え
な
ど

あ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

花の衛スケッテ式会入賞者

-
そ
の
外
年
金
(
厚
生
年
金
を
含

む
)
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

作
文
の
枚
数

4
0
0
字
詰
原
稿

2
枚
位
(
た
て
書
、
未
発
表
の
も

の
)

応
募
で
き
る
人

市
内
在
住
の
人

※
児
童

・
生
徒
の
部
、
一
般
の
部

(
高
校
生
以
上
)
が
あ
り
ま
す

0

・
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
を
、

ま
た
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

締
め
切
り

9
月
日
日
開
(
当
日

消
印
有
効
)

応
募
・
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金

課
年
金
係
(
玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

※
詳
し
い
応
募
要
領
は
保
険
年
金

課
、
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

晶画
貝

口
問

ぷ
作

、つ

の

〆
よ

ん

l
U

ノ
¥

花
遼

秀優

元

最
坂

6月10日に行われだ 「花の

街スケッチ大会」 の入賞者は

次の方々です。最優秀および

特選のみ(自立称略〉

。最優秀あじさい賞

松尾 干裕(大村小3年〉

O最優秀花しょうぶ賞

坂元遼 (西大村幼稚園〉

O特選あじさい賞

小池 真生 (向陽幼稚園〉

坂元唯 (西大村小3年〉

O特選花しよう13¥賞

やえ かつや (向陽幼稚園〉

森みさと (竹松小2年〉

的野 岳彦 (中央小4年〉

老
齢
福
祉
年
金
の

証
書
を
提
出
じ
ま
じ
よ
う

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
、
8
月
の
支
払
い
を
受
け
た

ら
、
す
ぐ
に
福
祉
年
金
証
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
所
得
な
ど
に
よ
り
、
年

金
の
支
払
い
が
停
止
さ
れ
て
い
る

人
も
提
出
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
受
給
者
本
人
お
よ
び

扶
養
義
務
者
な
ど
の
前
年
の
所
得

の
状
況
な
ど
を
審
査
し
、
引
き
続

き
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
決
定
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

も
し
、
証
書
の
提
出
を
忘
れ
る

と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
他
の
公
的
年
金
制
度
か

ら
年
金
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た

は
、
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人

は
、
そ
の
公
的
年
金
証
書
と
印
鑑

を
持
参
の
う
え
届
け
出
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

提
出
期
間
と
提
出
場
所

0
8
月
日
日
間

1
m日
開
・:
各
出

張
所

・
保
険
年
金
課

0
8
月
幻
日
関
(
)
μ

日
幽
:
・
保
険

年
金
課

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑

年
金
証
書

・

E

J

画
だ

f

旅

企
ま

崇

断

法

的

ω

風
畏

〉
鋭

別

的

景

効

覧

⑫

国

昆

有

専

崎

異

一

沼

数

細

川

畏

矢

部

凶

一昨
一
件
畑

き

)

仰

が

也

崎

刻

生

内

国

)

長

i
門

官

四

印

刷

か

前

d
能

T
回
せ

ン
写

註
霊

9
併

耳

切

J
の

優

川

部

写

謁

マ

事

会

最

切

イ

{

葺

一

一

ゴ

覧

め

募

内

£

テ

明

博

賞

締

応

部

は

- 5 
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私
の
家
族
は

8
人
家
族
で
、
た

ば
こ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
き
ょ
う

だ
い
は

4
人
で
す
。

お
父
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た

ち
は
、
毎
日
と
て
も
い
そ
が
し
そ

う
に
働
い
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
夜
に
な
る
と
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
一層
や

こ
し
な
ど
を
、
た
た
い
て
あ
げ
ま

す
。私

た
ち
も
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、

家
の
手
伝
い
を
し
て
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
少
し
で

も
、
長
生
き
を
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

ま司."

山
口
等
さ
ん

(
臼
歳
・
久
原
2
丁
目
)
無
職

①いま活動しているクラブ

-サークル名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

内容

山
口
ス
ミ
子
さ
ん

(臼
歳

・
古
町
2
丁
目
)
主
婦

ち
か
え
U

し
家
族

広報おおむら平成 2年 8月号

①
男
性
料
理
愛
好
会

②
妻
を
亡
く
し
、
食
事
を
作
る
の
が
い
な
い
し
、

庄
屋
物
で
は
味
付
け
な
ど
で
病
気
(
血
圧
)
に

影
響
を
与
え
る
た
め
、
自
分
な
り
の
味
を
作
っ

て
み
よ
う
と
考
え
、

2
年
位
前
か
ら
始
め
ま
し

た
。
こ
の
愛
好
会
は
、
昨
年
9
月
に
結
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
月
2
回
の
例
会
で
、

1
回
に
2
品
の
料
理
を

学
ん
で
い
る
。
魚
、
肉
、
野
菜
、
メ
ン
類
な
ど

を
材
料
に
、
会
員
と
雑
談
し
な
が
ら
の
料
理
は

楽
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
習
っ
た
こ
と
を
応
用
し
、
独
自
の
メ

ニュ

ー
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
と
、
庖
屋
物
な

ど
が
減
っ
て
く
る
し
、
ま
た
、
う
す
味
で
作
る

た
め
血
圧
も
安
定
し
て
い
ま
す
。

い
ま
会
員
は
ロ
人
。
趣
味
と
し
て
あ
る
い
は
、

単
身
赴
任
、
い
ざ
と
い
う
時
の
予
備
知
識
を、

と
入
会
の
動
機
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
仲
間
づ

く
り
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

④
だ
し
の
作
り
方
、
味
付
、
調
味
料
の
使
い
方

な
ど
、
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
、
自
分
に
合
う

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

山
口
さ
ん
は
、
現
在
会
長
。
入
会
を
希
望
さ

れ
る
人
は
(
岱
③
4
5
7
3
)

へ
。

①
写
真
を
楽
し
む
会

②
写
真
を
撮
り
出
し
て
(
入
会
)
か
ら
7
年
目

に
な
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
写
真
機
を

持
っ
た
こ
と
が
無
く
、
ま
た
、
頼
ま
れ
て
撮
っ

て
も
、
い
つ
も
写
真
が
ブ
レ
た
り
、
ボ
ケ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
こ
の
会
の
教
室

が
あ
る
の
を
知
り
入
会
し
ま
し
た
。

③
現
在
ロ
人
の
会
員
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

が
同
年
輩
。
月
1
回
の
撮
影
会
で
は
、

同
じ
趣

味
を
持
つ
、
気
の
合
っ
た
仲
間
の
人
た
ち
と
、

被
写
体
を
求
め
歩
き
ま
す
。
今
ま
で
知
ら
な
か

こんなグループ知ってる?

全日本学童軟式野球全国大会に出場する

(裕
美
)

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

/ 

福
田
博
典
さ
ん

(
初
歳

・
立
福
寺
町
)
自
営
業

①
大
村
ボ
ー
ド
セ

l
リ
ン
グ
チ

l
ム
・セ
ー
ラ
ー

②
海
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
元
々
興
味
が
あ
り
、

6
年
位
前
か
ら
始
め
ま
し
た
。

③
見
え
な
い
風
そ
し
て
海
に
挑
戦
す
る
ウ
イ
ン

っ
た
、
史
跡
や
観
光
地
、
催
し
、
そ
し
て
ほ
ん

の
身
近
に
あ
る
花
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
出
会
い

に
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
今
日
こ
の
頃
。

ま
た
、
普
段
の
時
も
時
間
が
あ
る
と
、
カ
メ
ラ

片
手
に
出
掛
け
て
い
ま
す
。

写
真
に
も
、
そ
の
人
そ
の
人
の
撮
り
方
が
あ

り
、
同
じ
被
写
体
で
も
、
ア
ン
グ
ル
(
角
度
)

や
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
な
ど
で
、
全
然
違
っ

た
写
真
が
出
来
あ
が
り
ま
す
。
会
員
が
持
ち
寄

っ
て
行
う
互
選
会
や
各
種
の
展
示
会
な
ど
の
作

品
を
観
賞
す
る
と
、
い
ろ
ん
な
面
で
勉
強
に
な

コ。。ヨ大柑ク
。。

4111除

Zま

夏
体
み
子
ど
も
映

長
靴
を
は
い
た
猶

問
時
5
H
時

8
月
幻
白
川W

8
月初
μ
白
川附

中
地
区
公
民
館

8
月
お
日
同

鈴

田

出

張

所

8
月
M
A
日
働

菅
一
瀬

出

張
所

λ 
毛撃
Z唇
掬

(ア
ニ
メ
シ
ヨ
ン
何
分
)

日
時
i
同
時

日
時
i
何
時

西
大
村
コ
ミ
セ
ン

竹

松

出

張

所

市

コ
ミ
セ
ン

三

浦

出

張
所

福

重

出

張

所

松

原

出

張

所 ド
サ
ー
フ
ィ
ン
。
ス
ピ
ー
ド
、
波
乗
り
な
ど
い

ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。

初
め
て
の
人
は
、
ボ
!
ド
に
乗
り
帆
を
立
て

る
練
習
か
ら
始
ま
り
、
方
向
転
換
、
滑
走
と
な

り
ま
す
が
、
波
や
体
重
の
か
け
か
た
な
ど
が
分

ら
ず
、
海
の
中
に
居
る
方
が
多
い
で
す
ね
。

風

・
波
を
肌
で
感
じ
滑
る
時
は
最
高
で
、
思

っ
た
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
る
の
で
、
ス
リ

ル
も
味
わ
え
ま
す
。
年
齢
層
も
幅
広
く
、
刊
代

か
ら
始
め
る
人
も
い
ま
す
し
、
女
性
の
参
加
も

増
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
自
然
を
相
手
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、

自
分
自
身
に
負
け
な
い
体
力
・
忍
耐
力
も
必
要

に
な
っ

て
き
ま
す
。

④
現
在
、
約
お
人
の
部
員
が
い
ま
す
が
、
練
習

や
例
会
な
ど
の
外
に
、
初
心
者
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。

や
っ
て
み
た
い
け
ど
:
¥
以
前
や
っ
て
い
た

け
れ
ど
も
・
・
・
と
い
う
人
が
お
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
せ
っ
か
く
き
れ
い
な
大
村
湾

が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非

一
緒
に
ど
う
で
す
か
。

主
に
、
松
原

・
富
の
原
付
近
の
海
岸
で
練
習
し

て
い
ま
す
。

福
田
さ
ん
は
、
現
在
副
会
長
。
入
会
を
希
望

さ
れ
る
人
は
(
宮
@
3
9
4
1
)

へ
。

-6  

り
ま
す
ね
。

ま
た
、
こ
ん
な
に
楽
し
く
で
き
る
の
は
、
家

族
の
協
力
が
大
き
く
、
「
立
派
な
写
真
を
撮
っ
て

き
て
」
と
気
持
ち
よ
く
送
ら
れ
る
と
、
そ
の
日

1
日
が
と
て
も
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

④
山
口
さ
ん
は
、
夏
越
ま
つ
り
や
市
で
行
わ
れ

る
数
々
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
賞
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
特
に
、
風
景
写
真
が
好
き
で
「
自
分
の
足

で
、
そ
し
て
目
で
観
た
も
の
、
感
じ
た
も
の
を、

1
枚
の
写
真
に
ど
れ
だ
け
表
現
し
訴
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
頑
張
り
た
い
」
と
の

こ
と
で
す
。

ι 

3
年
ぶ
り
4
回
目
の
全
国
大
会
出
場
権
を
得
、

県
代
表
と
し
て
8
月
4
日
か
ら
9
日
ま
で
、
水

戸
市
で
聞
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

放
虎
原
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
お
借
り
し
練

習
し
て
い
ま
す
が
、
悔
い
の
な
い
試
合
を
し
よ

う
と
、
汗
と
土
で
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
区
の
違
っ
た
野
球
好
き
の
少
年
た

ち
の
集
ま
り
で
も
あ
り
、
他
校
の

い
ろ
ん
な
分

ら
な
い
事
や
新
し
い
事
を
教
え
合
っ
た
り
し
て
、

打
ち
解
け
合
っ
た
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

全
国
大
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
暖
か
い
励
ま
し

を
感
謝
し
、
一
戦
必
勝
と
最
後
ま
で
頑
張
り
、

海
上
空
港
の
あ
る
花
と
水
、
み
ど
り
の
町

「お

お
む
ら
」
を
、
野
球
を
通
じ
て
全
国
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

野
球
の
好
き
な
学
童
の
皆
さ
ん
ノ
一
緒
に
汗

を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先

大
村
ク
ラ
ブ

2
0
7
5
)
 

(
代
表
)
亀

野

(
質
問四
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地
震
、
集
中
豪
雨
、
台
風
、
火
災
は
い
つ
も

私
た
ち
を
脅
か
し
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命、

財
産
を
奪
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

8
月
初
日

1
9
月
5
日
は
防
災
週
間
で
す
。

防
災
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
、
災
害
の
な

い
、
あ
る
い
は
災
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
に
、今

一
度
、
あ
な
た
の
家
や
周
囲
な
ど
を

チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
集
中
豪
雨
、
台
風
に
つ
い
て
触

れ
て
み
ま
し
た
。

。
集
中
豪
雨
の
基
礎
知
識

集
中
豪
雨
は、

短
時
間
の
う
ち
に
そ
し
て
、

狭
い
地
域
に
突
発
的
に
降
る
た
め
、
そ
の
予
測

は
比
較
的
困
難
で
す
。
昭
和
町
年
の
7
・
お
長

崎
大
水
害
、
つ
い
最
近

(6
月
下
旬
1
7
月
初

旬
)
九
州
地
区
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
な
ど
、
各

地
で
大
変
な
被
害
を
出
し
て
い
ま
す
。

昭和32年 7月の大水害。 1時間の最大雨量140.5ミリ、 |日
の雨量729.5汁という豪雨で大変な被害を被 りま した。

( S 32.7.26久原 2丁目の与崎付近)

主
恕
点
検
・
修
理
個
所

屋
根
:
・
瓦
の
ひ
び
、
割
れ
、
ず
れ
、
は
が
れ
は
な
い
か
。

雨
ど
い
・
雨
戸
:・

・
雨
ど
い
に
落
葉
や
土
砂
の
つ
ま
り
は
な
い
か
。

継
ぎ
目
の
は
ず
れ
や
塗
装
の
は
が
れ
、
腐
り
は
な
い
か
。

・
雨
一戸
に
が
た
つ
き
ゃ
ゆ
る
み
は
な
い
か。

窓
ガ
ラ
ス
・:
ひ
び
割
れ
、
窓
枠
の
が
た
つ
き
は
な
い
か
。
強
風

に
よ
る
飛
来
物
な
ど
に
備
え
て
、
外
側
か
ら
板
で
ふ
さ
ぐ
な
ど
の

H
H
HH
U
E
EJ
I
l
l
 

t

ハハリ

ν寸
|

|

C
Z
)
 

番話電

1
時
間
の
雨
量
が
初
、、リを
超
え
る

と
大
豪
雨
と
な
り
ま
す
。
付
近
の
土

地
の
特
徴
を
良
く
認
識
す
る
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

。
台
風
の
基
礎
知
識

熱
帯
性
低
気
圧
の
中
心
付
近
の
最

大
風
速
が
毎
秒
汀
m
以
上
の
も
の
を

台
風
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
発
生
数
は
6
月

j
m月
に
か
け
て
年
間
平
均
幻
個
位
で
、
日
本

に
上
陸
す
る
の
は
約
3
1
5
個、

8
月
か
ら
9

月
に
か
け
て
多
く
発
生
し
ま
す
。

台
風
に
よ
る
雨
や
風
は
、
想
像
以
上
の
被
害

を
も
た
ら
し
ま
す
の
で
、
気
象
情
報
を
よ
く
聞

き
、
充
分
な
対
策
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

土地の特徴を良く調べておきましょう/

次のとおりです緊急避難場所は、

所1男難避地 区 別電話番号所I男難避地 区別

@ 5510 
@ 2247 
@ 1376 
@4979<公衆)

本 経 寺
正 法 寺
中地区住民センター
西大村地区コミセン
池 田 公 民 館

西大村地区

@ 4318 
@ 6475 

校
所

学
張出

j甫
j甫三浦 地区

@ 4322 
@ 2023 

校

所
学
張出

回
目

A

羽八一

U

O
+山
出
企
出

処
置
を
。

外
壁
:
・・
モ
ル
タ
ル
の
壁
に
亀
裂
は
な
い
か
。

・
板
壁
に
腐
り
や
浮
き
は
な
い
か
。

そ
の
他
;
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
固
定
さ
れ
て
い
る
か

0

.
商
庖
な
ど
で
は
看
板
の
ぐ
ら
つ
き
に
注
意
。

-
庭
の
鉢
植
え
は
室
内
に
入
れ
て
お
こ
う。

-
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
。

-
家
の
回
り
を
一
周
し
、
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
す
べ

て
室
内

に
取
り
込
む
か
、
固
定
す
る
な
ど
の
飛
散
防
止
策
を
。
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鈴田地 区

竹松地 区
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富 の 原 小 学 校
竹 松 小 学校
ろ う学校
竹 松 出 張 所

円
/
ス
U
4
1
41

ハU
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u
n
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H
U
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校
校
校
所

学
学
学
張

中
出

j頼
木
津員
j頼

=邑
Eヨ

呈
昌吉
Eヨ

直吉
Eヨ

萱 j頼 地区

R
U
Q
U
A斗

Q
U
4
1
イ
l

つ

/
」
門
ノ

ι
戸

hu

つ
ム7
i
no

@
@
@
 

校
校
所

小 学
Aムム
寸ー

出張

重福
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福
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4
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ウ
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門
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』

4
1
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「
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円
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h
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d
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4
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東大村小学校
旭が E 小 学校
大 村小 学校
三 城小学 校
E久 島中学校
大村 中学 校
園 芸高校
大村高 校
市民 体 育館
大村市役所
市 コ ミセン
市民 会館
市武 道館

大村地 区

福重地 区
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U
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4
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中央小学 校
放虎 原 小学 校
西 大 村小学 校
西大 村 中学 校
桜が原中学 校
工 業高 校
大 村市農協 会館
総合福祉センター

重

o 8619 
o 8501 

校
所

学
張

小
出

原
原

松
松

松原 地 区

災害対策本部宮@4111・(@3883
夜間は、⑮4120・⑮4121も増設されます。
消防署宮⑫4138.②2316 
※各避難場所の重任者は、消防分団長、 町

務連絡員

西大村地区



企ふれあいと対話が築く明るい社会
c%;.親和銀行大村支居前付近〕

7月の「青少年を非行から守る全国強調月間」

に先だち、社会を明るくする運動大村区実施委

員会は6月30目、街頭キャンペーンを行いました。

キャンペーンには、松本市長や大村区保護司

会、大村署員など約30人が参加、チラシや風船

などを配り非行防止を呼びかけました。

また、大村 ・東彼地区の「青少年 .....-... 

弁論大会」ち7月14日市民会館で .L 1を云曹

開かれ、中学生から高校生17人が、 与えも v:;JJt
想し1思いの体験や感想を発表。感 i zJγ 込 ￥;

動の熱弁仁会場から、盛んなJ白手量J.'JfA要 ザ ゾ 究h

が贈られました。 霊 II 
次の4人の入費者(①②位)が 5 

県の大会に出揚します。(敬称略)

中学生の部二①陣内秀樹(郡中2
年〉②口木美咲(彼杵中 2年〉

高校生の部二①本村心美(向陽高

校 1年〉②氏福さおり(同2年〉

広報おおむら平成 2年 8月号

ふ示穿動続なと22人君子売っ三ゼツ〕

(中学の部で優勝した陣内
さんの弁論)

ム一Fふ炉也競ρ似円!弘恒エ出f1?f舟fぎ官i±!主ir
8 月2必5 咋d但回打刊州川州1小料州川)ド州仲州、六、帆ωlト竹M¥大げiげブ2与L!;V¥ソjフトボi0-)ルU 

体同脅矢博各.勢て犬州存柏古緋 ι りまレK-o二~"や

7万ち古;iι込
L仏ふ斗j し ) 同 lん〉
ロガ似?側、副長手fμ

Aシーズンを迎え山開き

¥ (午里野予岳活湖』ヰヤンフ揚

T堤計EFF品」:ごど2H与;二斗斗z五云品-、;訂芯品:詰語Z主ιι;Lμζ去ぷぷ」;;足、z訂z忠:白:手

111115 
また、三浦 ・払¥原海水浴場は、

7月17

d

司
横
綱
を
め
ざ
せ
/

(冗

・
富
松
神
社
内
相
撲
場
)

大
村
、
諌
早
¥
北
高
来
郡
か
ら
参
加
し
た
「
ち

び
っ
子
相
撲
大
会
」
(
司

2
市

1
郡
相
撲
協
会
主

催
)
大
村
場
所
が

7
月
1
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
約

2
0
0
人
の
小
学
生
チ
ビ
ツ

コ
が
参
加
、
初
チ
ー
ム
に
よ
る
学
校
別
団
体
戦

や
学
年
別
個
人
戦
に
力
強
い
相
撲
を
披
露
。

将
来
の
横
綱
が
こ
こ
に
い
る
の
か
も
引

9-



市民大清掃
日)は の日です

大村湾沿岸一斉清掃
8月26日

私たちが住んでいる大村市をきれいにするため、
8月26巳(臼〉に町内一斉の市民大清掃を行います。

なお、今年から例年行われていた大村湾沿岸一斉
清掃ち同時に行います。みんなの力で、町内のすみ
ずみから、 )11、そして大村湾をきれいにしましょう。

町内清掃をする前に、家族ぐるみで家のま

わりを清掃しましょう 。

周辺の海岸や河川の清掃をお願いします。

公園、広場などの清掃を行いましょう。ま

た、大村湾沿岸清掃にもご協力ください。

市民大清掃目前後に、事業所内外の清掃を

お願いします。

雨天の場合は、中止します。

]一

:去方掃j青

iま

海や川の周辺町内では

そ の外の町内では

lまで

で

所

庭

業事

~ 

本

※ 

掃

8月26日(日)、午前 7時~

・大村公園 (市役所玄関前集合)

〔環境美化功労者表彰式を行います〕

・大上戸川(福祉センター駐車場集合)

大村市衛生組織連合会、 大村市民憲章推進

協議会、大村市

※なお、燃えるゴミは町内で処理し、空きかんなど燃

えないゴミは不燃物集積所へ集めてください。

j青大民

日時

中央会場

催主

昨年実施された市民大清掃 (大上戸川付近〕

l大村湾沿

-8月26日を中心に大村湾関係 4市 9町内で、一斉に沿岸清掃が行わ

れます。 (海に面していない市 ・町では、河川の清掃が行われます)

・大村湾をきれいにする会大村支部では、所属団体ごと に、沿岸清掃

の担当区域 ・日時を決めています。

市民会場 大村公園先沿岸 (史跡新蔵波止付近)

〔玖島川~大高ボー ト部艇庫前沿岸〕

(合成洗剤を追放する大村市連絡会[町内会も加入]担当区域)

日 時 8月26日(日)、午前 7時30分"-( 8時20分頃干潮)

※なお、当日 は長靴をはいて来てください。

し い水水 』二二二三邑
て防事槽遊こ E署官軍緬副r
く火故やびれa魁幽・開F
だ水が用がか "............可
さ槽発水多ら 、.-&お
いに生堀く暑 -vr ーァ

U はしでなく ，、で リ℃
近てのりな ーコここ
づ い 幼 、 る よ、 仔、
かま児例に ZJ司缶簡

なすな年つ れ"， 1l=i
。ど 各れ cJ.. ，-

よ の地て L ミ~-
う 痛で子 柄、は
注 ま防供 て
意し火の ー

岸

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課

J
/
 

に

問

自

(担
、〉

切

月

例制

大

る

~

道

(寸

毘

の
を
ー

な

路

尽

ん

道

8

み

8月10Bは r遜のBJ

今年 3月実施された沿岸清掃 (大村公園先沿岸〉

主主f三職員(審判員・検査員)募集
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。

応募資格 .20歳以上23歳未満の高卒以上の男子

-裸眼(メガネ・コンタクトレンズ不可〉で両眼とも旬

以よ (色盲 ・色弱は不可〉

応募方法 履歴書を持参のうえ応募してくだ、さい。

締め切り 8月5日(日)

応募・問い合わせ (初長崎県モータ ボート競走会(玖

島?丁目15~1 fi(@61 94) 



広報おおむ ら平成 2年 8月号

8月15日しご玄
/)IL 精霊

集積地への搬入は

搬入はLD!，¥らず午後9時までに、指定の場

所にお願いします(供物類で燃えない物は¥

ビ二ル袋などに入れて、供物置場へ〉。

LjhJ1界弱類{言必読供物置場氏:三:;1jfよ九、:

精
霊
流
し
が
近
づ
い
て
き
ま
し
だ
。

美
し
い
大
村
湾
を
守
る
だ
め
¥
精
霊
船

や
供
物
を
海
や
川
に
流
さ
な
い
よ
う
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

ヌ見

通

制午
後

7
時
(
j
m

時

混
雑
と
事
故
防
止
の
た
め
、
図
(
1

交

地区名 場 所

j甫 舟津 -日j白・溝陸

量百 田 =鈴橋 ・日焼

大 村 市役所横埋llJ也

西大村 下水道浄水管理センター

fヴ 松 オーケフード空地広場

福 重 郡川河口

松 原 九電{犬原i里llJ也
菅 深員 荒瀬-田下 -黒木

指定集積地

※詳しくは¥町内会長、出張所まだは、

環境衛生課公害規制係へお尋ねくだ、さ

し¥0

2
)
の
通
り
、
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

O
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通
行
は
で

き
ま
せ
ん
。

o
国
道
を
横
断
す
る
場
合
は
次
の
所
か
ら

横
断
し
て
く
だ
さ
い
。

・
大
村
地
区
:
・
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

入
口
交
差
点

・
西
大
村
地
区
:
・パ

1
ル

レ
!
ン
前
と
松
並
交
差
点

・
福
重
地
区
:

寿
古
石
油
庖
前
交
差
点

爆
竹
な
ど
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

精
霊
流
し
で
は
、
よ
く
花
火
で
け
が
人

が
出
ま
す
。
次
の
事
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

o
矢
ビ
ヤ
や
爆
竹
の
連
結
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

o
精
霊
船
で
花
火
を
使
用
す
る
場
合
は
、

花
火
責
任
者
が
い
り
ま
す
(
一
隻
に
つ

き
1
人
の
み
花
火
を
使
用
で
き
ま
す
)。

O
花
火
責
任
者
は
各
自
、

赤
い
た
す
き
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

(図 1)大村地区交通規制略図

liiIIII!IIil一般車両通行禁止

O
花
火
は
、
次
の
場
所
で
は
使
用
で
き
ま

せ
ん

0

・
人
出
で
混
雑
し
て
い
る
所
・
せ
ま
い

道
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
販
売
庖
付
近
・
花
火
販
売
庖
や
玩

具
庄
付
近
・
駐
車
場
と
そ
の
付
近

0
精
霊
船
の
通
る
道
す
じ
の
花
火
販
売
庖

で
は
、
道
路
に
向
け
た
花
火
の
陳
列
を

し
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

0
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で
は
、
万

一
に
備
え
防
火
用
水

・
用
具
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

O
人
や
車
に
迷
惑
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
な
花

火
の
使
用
は
、
法
令
違
反
と
な
り
、
処

罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

精
霊
船
に
関
す
る

注

意

事

項

O
精
霊
船
の
全
長
が
2
m
を
超
え
る
時
は
、

大
村
警
察
署
へ
道
路
使
用
許
可
申
請
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

0
道
路
使
用
許
可
申
請
書
提
出
締
め
切
り

は
、
8
月
山
日
悩
ま
で

0
車
で
運
搬
す
る
時
は
:・

・
灯
ろ
う
の
火

は
必
ら
ず
消
す

・
車
の
積
載
制
限
を
超

え
る
時
は
、
警
察
の
許
可
を
受
け
る

・

横
積
み
は
し
な
い

O
精
霊
船
は
、
市
内
で
の
申
し
合
わ
せ
事

項
に
よ
り
、

長
さ
5
m
以
下
、
幅
2
・

5
m
以
下
、
高
さ
3
・
5
m
以
下
に
し

て
く
だ
さ
い
。

O
精
霊
船
は
、
路
上
で
回
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

精

曇
Z

船

説

明

AQE 

道
路
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た

人
に
対
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

8
月
日
日
間
、
午
後
1
時
j

場
所

大
村
警
察
署

(図 2)西大村地区交通規制略図

国 i J[ 
協和町
公民館

大村
寿~i:

墓参りの火の始末は忘れずに.ノ
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で/

現

況

居

所
得
状
涜
届

(
兜
童
扶
養
手
当
)

(
特
別
児
童
扶
養
手
当
〉

8
月
什
日
j

9
月
叩
日
ま
で
に
届
け
出
を

1
児
童
扶
養
手
当

父
親
の
い
な
い
家
庭
、
父
親
が
身
体
障

害
者
や
長
期
療
養
中
な
ど
の
家
庭
に
、
児

童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
よ

う
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

日
目
歳
未
満
の
児
童
ま
た
は
初
歳
未
満
で
、

障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い

る
母
ま
た
は
、
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
人
(
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
該
当
し
ま
せ

ん
)

手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
②
父
が
死
亡
③
父

が
障
害
の
状
態
に
あ
る
④
父
の
生
死
が
明

ら
か
で
な
い
⑤
父
が
引
続
き
1
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る
⑥
父
が
法
令
に
よ
り
1
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
(
認
知
さ
れ
た
児

童
を
除
く
)
⑧
前
記
⑦
の
理
由
に
該
当
す

平
和
へ

の
誓
い
新
た
に

(
広
島
原
爆
祈
り
の
日
)

県忠霊港墓地供養

無縁墓地の供養

長
崎

・
広
島
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
人
や
、
戦
争
の
犠
牲
と
な

μ

れ
た
人
た
ち
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
、
次
の
日
時
で
サ
イ
レ
ン
を
1
分
間
鳴

ら
し
ま
す
。

黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
ょ
う

-
0
8
月
6
日

午
前

8
時
代
M

分

0
8
月
9
日

午
前
竹
時

2
分

(
県
民
祈
り
の
日
)

0
8
月
何
日

正

午

る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
児
童

手
当
額

(
月
額
)
児
童
1
人
3
万
5
9

1
0
円
、
児
童
2
人
5
0
0
0
円
加
算
、

児
童
3
人
以
上
1
人
増
え
る
ご
と
に

2
0

0
0
円
加
算
(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
)

O
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
取
扱
い
が
変
わ

り
ま
す

法
改
正

(
8
月
1
日
か
ら
)
に
よ
り
、

昭
和

ω年
8
月
1
日
以
降
に
離
婚
な
ど
で

支
給
要
件
に
該
当
し
た
人
が
子
当
の
申
請

を
す
る
場
合
、
支
給
要
件
該
当
日
か
ら
5

年
を
経
過
す
る
と
災
害
な
ど
正
当
な
理
由

が
な
い
限
り
申
請
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
昭
和
臼
年
6
月
3
日
に
離
婚

な
ど
で
支
給
要
件
に
該
当
し
た
人
は

5
年

後
の
平
成
5
年
6
月
2
日
ま
で
は
申
請
で

き
ま
す
が
6
月
3
日
以
降
は
で
き
ま
せ
ん
。

2
特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
児
童

を
監
護
す
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
っ

て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
額

(月
額
)
重
度
障
害
児
4
万
3

5
8
0
円
、
中
度
障
害
児
2
万
9
0
5
0
円

関係者の方のご参列をお願いします0

0県忠霊塔墓地供養

日時 8月10日(針、午前10時

場所 県忠霊塔旧陸軍墓地前

(三城町)

県殉国慰霊奉賛会大村

市支部

。無縁墓地のうら盆供養
日時 8月10日(針、午前 9時

場所 大村市斎場(徳泉川内町)

主催

(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
)

※
1
・
2
と
も
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
児
童
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
・
所
得
状
況
届

こ
の
届
け
は
、
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
審
査
す
る
た
め

の
大
事
な
手
続
き
で
す
。

こ
の
届
け
が
な
い
と
、
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ら
ず
届
け

を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
に
必
要
な
も
の

①
手
当
証
書
②
世

帯
全
員
の
住
民
票
③
児
童
が
別
居
の
場
合

は
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
お

よ
び
監
護
申
立
書
④
平
成
2
年
1
月
2
日

以
降
転
入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
2
年
度
(
一冗

年
1
月

1
ロ
月
分
)
所
得
証
明
書
⑤
年
金

を
受
け
て
い
る
人
は
年
金
証
書
(
児
童
扶

養
手
当
の
み
)
⑥
印
鑑

申
請
期
間

8
月
日
日
出

1
9月
刊
日
開

提
出
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
家
庭

係

戦没者ご霊前に

供物を差 し上げます

うら盆を迎えるにあたり、戦没者ご霊

前に供物を各地区遺族世話人を通じて配

布します。届かない人がありましたら福

祉課福祉係(内線156) へ申し出てくださ

被
爆
者
健
康
診
断
を

-12-

行
い
ま
す

対
象
者

被
爆
者
健
康
手
帳
、
健
康
診
断

受
診
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

受
付
時
間

①
午
前
刊
時

1
1
時
②
午
後

1
時
1
2
時

ω分

問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所
ま
た
は
市
福

祉
課
福
祉
係
(
内
線
1
5
6
)

※
今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
年
2
回

ま
で
、
希
望
に
よ
り
健
康
診
断
ま
た
は

が
ん
検
診
を
、
国
立
長
崎
中
央
病
院
、

市
立
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一般健康診断実施日程

日 手呈 実施場所 対 象 士也 区

8月28日(火) 福祉センター 西大村、萱瀬

8月29日(水) 福祉センタ ー 大村

8月30日(木) 竹松出張所 竹松

8月31日住) 中地区公民館 西大村

9月 4日伏) 竹松 出張 所 福重、松原

9月 5日(水) 市コミセ ン 大村

9月 6日(木) 市コミセ ン 大村、三浦、鈴田
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“ 水
生

賀 a与
を、

物
調品。
ベヌ
CI:マ
ウ

川
に
は
、
た
く
さ
ん
の
生
物
が
い
ま
す

が
、
汚
れ
の
程
度
に
よ
り
住
ん
で
い
る
生

物
の
種
類
が
違
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
物
の
観
察
の
中
か
ら
、
河

川
の
水
の
状
態
を
知
ろ
う
と
実
旋
す
る
も

の
で
す
。

皆
さ
ん
の
、
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

次
の
3
か
所
で
実
施
し
ま
す
。

O
鈴

田

川

(
似
田
橋
付
近
)

日
時

8
月
7
日
例
、
午
前
9
時
1
ロ
時

‘圃

広報おおむ ら平成 2年 8月号

重器
骨 li 

食中毒ガ発生しやすい時期になりました。あなたのち

ょっとしだ注意で食中毒は防げます。

安lωして食べられる食卓にするだめに、次のことに注意

しましょう。

8月6巴---12日食昂衛生週間

(
小
雨
決
行

・
雨
天
中
止
)

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課

。
大

上

戸

川

(
金
丸
橋
付
近
)

日
時

8
月
四
日
側
、
午
前
9
時

i
ロ
時

。
郡

川

(才
又
橋
付
近
)

日
時

8
月
お
目
的
、
午
前
9
時

i
ロ
時

講
師

石
崎
研
究
員
(
県
衛
生
公
害
研
究

所
)

共
催

大
村
市
、
大
村
保
健
所
、

薬
剤
師
会

※
川
の
中
に
入
る
の
で
、

備
し
て
く
だ
さ
い
。

清潔・迅速・加熱まだは冷却
食品衛生

3原則

大
村
市

長
靴
な
ど
を
準

-調理の前には必ず手を洗いましよう。

・食べ物は¥作りあきを控え¥新鮮なうちに食べましよう0

・冷蔵庫の頼り過ぎは禁物。庫内温度は常に10度以下に保

ちましよう0

・食器・ぎな板 ・ふきんなどはよく洗い、 清潔にしましょ

っ。

・ネズミ¥ハ工¥ゴキブリの駆除を徹底しましよう。

み
ん
な
の
健
康
教
室

「
ぜ
ん
そ
く
児
体
験
入
院

記
念
講
演
会
」

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

内
容

「
小
児
瑞
息
の
正
し
い
知
識
」

講
師

長
崎
大
学
小
児
科
講
師

辻

本

善

樹
先
生

日
時

8
月
5
日
側
、
午
後
1
時
ぬ
分

1
4
時

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医
療
研

修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

国
立
長
崎
中
央
病
院
小
児

セ
ン
タ
ー
「
あ
か
ね
教
室
」
(
宮
②
3
1
2
1
)

大
村
公
共
職
業
安
定
所

手
話
協
力
員
を

設
置
し
ま
し
た
/

大
村
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
就
職
を

希
望
し
て
お
ら
れ
る
障
害
者
(
ろ
う
あ
者
)

の
方
々
の
職
業
相
談
、
職
業
紹
介
を
よ
り

充
実
す
る
た
め
、

毎
週
木
曜
日

(
午
前
中
)

は
手
話
協
力
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

M&M 
作 料
品 理
募 コ
集 ン

ク

yレ

牛
乳

・
乳
製
品
や
緑
黄
色
野
菜
・
海

藻
類
を
組
み
合
わ
せ
た
料
理
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
期
間

8
月
7
白
川
W
1
9
月
ロ
日
附

応
募
内
容

①
牛
乳
、
乳
製
品
と
米
の
組

み
合
わ
せ
②
牛
乳
、
乳
製
品
と
緑
黄
色
野

菜
の
組
み
合
わ
せ
③
緑
黄
色
野
菜
と
海
藻

の
組
み
合
わ
せ

応
募
方
法

大
村
保
健
所
に
備
え
つ
け
の

応
募
票
に
明
記
の
上
応
募
し
て
く
だ
さ
い。

健康子レホふサm ビス
③4646または 0958⑫5511 

月 高血圧の治療 ( 生薬を飲み緋しけるのか〉

火 足の変形 (タ卜反母匙〉

水 子供の家庭の常備薬 (解熱剤)

木 近視は治るか

金 強い丈夫な歯をつくるには く乳歯編〉

土-日 男女産み分け法は可能か

8
月
の
テ

マ

手

話

講

習

会

受

講

生

事

期
間

9
月
4
日
1
日
月
初
日
、
毎
週

火

・
金
曜
日
の
全
お
回
(
祭
日
は
除
く
)

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
講
習
室

申
込
方
法

9
月
3
日
開
ま
で
に
、
電
話

か
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料

・
テ
キ
ス
ト
代
無
料
。

初
心
者
・性
別
・年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
社
会

福
祉
協
議
会
(
西
三
城
町
8
8
⑬
1
3
5

1
)
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お
し
今
世

竹
松
納
涼
盆
踊
り
大
会

日
時

8
月
四
日
肘

(雨
天
順
延
)

午
後
4
時
よ
り

:
た
た
き
売
り
大

会、

5
時
犯
分
よ
り
・
:
金
魚
す
く

い
・
西
瓜
割
り
大
会
、

7
時
犯
分

よ
り
・・・納
涼
盆
踊
り
大
会

場
所

竹
松
本
町
遊
園
地

(
原
口

児
童
公
園
)

主
催

竹
松
商
工
業
会

協
賛

竹
松
地
区
青
年
団
、
竹
松

民
踊
愛
好
会

問
い
合
わ
せ

1
8
)
 

村
井

(包
@
8
5

うえ多数ご参加ください。

詩い詔詰(日〕、午後2時'"'-'3時

雲語Z2E員早巧子怠交1悟忌与詳室t盟2で、の子ζど、もたち

肉幡容 込ι広μエ宝弘j広反瓜必Z詰2包おZ吉;せ?ヲ芋τ与工ド二ゴl;L品品¥J♀五品品，1注五品fi注五品戸=五品亘:Zz¥
問い合わせ 市立図書館(宮⑫2μ45日7) ~以F

とし，..，，~九夏体務ζと壱:;ta

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

『
綱
引
き
大
会
』
に

職
場
・
ク
ル
i
ヌ
の
部
を
新
設

叩
月
刊
日
制
に
行
わ
れ
る
市
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
綱
引
き
大
会
」

に
、
今
年
か
ら
町
内
単
位
に
加
え

職
場

・
グ
ル
ー
プ
の
部
(男
女
別
)

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、H
綱
引
き
講
習
会
ρ

を
9

月
に
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
「
広
報
お
お
む
ら
9

月
号
」

に
掲
載
し
ま
す
。

※
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ

l
ボ
l

ル
競
技
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

第ア回一叫

コミ包ン 8，811日(土Jハハ

盆おとりよ缶詰
お揚合は犬会議室〉

パザ一、ゲソス、
カラオケ、コーラス
など楽しい催しがい

つlまい/踊でをくi
ちだいじょっ/.')¥0 07 

んなで参加しておま

レょ う/

自
動
車
税
の
納
入
は

お
済
み
で
す
か
/

自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
白

日
ま
で
で
し
た
が
、
ま
だ
納
入
さ

れ
て
い
な
い
人
は
、
至
急
納
め
て

く
だ
さ
い
。
遅
く
な
る
と
、
年
利

凶

・
6
%
の
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、

余
分
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

H

転
居
な
ど
の
た
め
納
税
通
知

書
が
届
い
て
い
な
い
H

と
い
う
よ

う
な
人
は
、
至
急
、
新
住
所
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
領
収
書
に
は
、
車
体
検

査
を
受
け
る
時
に
必
要
な
納
税
証

明
書
を
添
付
し
て
い
ま
す
の
で、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
自
動
車
税
事
務

所

(
宮
長
崎
③
8
8
3
5
)

個
人
事
業
税
の

納
税
は
お
早
目
に

8
月
紅
白
は
、
個
人
事
業
税
の

第
1
期
分
の
納
期
限
で
す
。
納
税

通
知
書
を
8
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
の
で、

納
期
限
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
諌
早
県
税
事
務
所

(
包
②

0
5
0
8
)
へ

日
本
道
路
公
団

大
村
工
事
事
務
所
は
閉
所
し
ま
し
た

日
本
道
路
公
団
福
岡
建
設
局
大

村
工
事
事
務
所
(
所
長

・
山
添
喬
)

は
、
6
月
末
日
を
も
っ

て
事
務
所

を
閉
所
し
ま
し
た
。
そ
の
問
、皆
さ

ん
に
は
九
州
横
断
自
動
車
道
の
建

設
に
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
後
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ

い
て
は
、
諌
早
管
理
事
務
所

(干

制
諌
早
市
貝
津
町
1
0
0
8
2
@

o
o
-
-
)
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

「
国
際
協
力
の
日
」

年
齢

・
職
業

・
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
説
明
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い。

表
彰

特
選
1
人
l
賞
金
叩
万
円
、

入
選
3
人

1
5
万
円

※
応
募
先
な
ど
詳
し
く
は
、
県
国

際
交
流
課
旅
券
渉
外
班

(宮
長

崎
③
0
3
0
2
)

14 

記
念
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
コ
ン
テ
ス
ト

応
募
期
限

8
月
白
日
働
(必
着
)

テ
ー
マ

「国
際
協
力
の
日

(日

月
6
日
)
」
ま
た
は
国
際
協
力
に
関

す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

応
募
要
領
・

日
本
語
で
印
字
程

度

(未
発
表
の
も
の
に
限
る
)

-
住
所

・
氏
名

(ふ
り
が
な
)

隠
し
ゅ
う

受

通

指

導

員

交
通
指
導
員
の
主
な
業
務
は
、

毎
月
刊
日

・
初
日

・
初
日
の
通
学

時
間
帯
の
立
哨
指
導
お
よ
び
市
の

行
事
な
ど
で
の
立
哨
で
、
委
嘱
年

限
は
2
年
で
す
。

募
集
人
員

若
干
名

募
集
対
象

男
女
を
聞
い
ま
せ
ん。

年
齢
制
限

切
歳

i
ω歳
未
満

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務

課
交
通
防
犯
係

(宮
内
線
2
1
4
)

間
歯
の
健
康
優
良
児
コ
ジ
テ
ス
ト

「
む
し
歯
」
を
幼
児
期
に
抑
制

す
る
こ
と
は、

口
腔
の
健
康
の
み

な
ら
ず
全
身
的
な
発
育
、
健
康
づ

く
り
の
上
で
極
め
て
重
要
で
す
。

健
康
な
歯
を
持
つ
児
童
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象

大
村
保
健
所
管
内
に
居
住

す
る
5
歳
児
(
昭
和
印
年
4
月
2

日

j
m年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
お

よ
び
そ
の
保
護
者
。

締
め
切
り

8
月
お
日
出

主
催

大
村
保
健
所
、
県
歯
科
医

師
会
、
長
崎
県
、
長
崎
新
聞
社

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所

(宮
@
2
1
9
3
)



隠
し
吻
う

県
発
明
創
意
工
夫

ン
ク
ー
ル

コ
募
集
作
品
・

一
般
発
明
考
案
、

創
意
工
夫
に
関
し
未
公
開
な
も

の
・
日
常
生
活
上
有
益
な
ア
イ
デ

ア
に
関
し
未
公
開
な
も
の

応
募
資
格

県
内
在
住
者

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
明
記
の

上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
日
円
切
手
同
封

の
上
、
事
務
局
ま
で
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

9
月
1
日
凶

i
m
日

出
(
当
日
消
印
有
効
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

生

広報お右ち、ら平成 2年 8月号

。
パ
ソ
コ
ン
入
門

期
間

9
月
3
日
制
1
m
日
同

(
日
日
間
)

0

ワ
ー
プ
ロ
講
座

(
一
太
郎
)

期
間

9
月
2
日
同

1
幻
日
同

(
9
日
間
)

。
ワ
ー
プ
ロ
講
座

(
p
l

・
E
X

E
)
 

期
間

9
月
2
日
制
1
U
日
同

(
9
日
間
)

発
明
協
会
長
崎
県
支
部
(
〒
師

池
田

2
丁
目
1
3
0
3
1
8
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
内
包
⑫

1
1
4

4
)
 「親

子

1
日
電
気
教
室
」

発
電
所
と
波
戸
岬
を

訪
ね
ま
す

「夏
休
み
親
子
1
日
電
気
教
室
」

の一

環
と
し
て
、
玄
海
原
子
力
発

0
戸
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

期
間

9
月
5
日
附
{
〉
日
日
附

(
7
日
間
)

0
板
取
り
展
開
の
仕
方

期
間

9
月
刊
日
開

i
m日
働

(
8
日
間
)

0
3
級
シ
ャ
シ
整
備
士
受
験
準
備

講
習

期
間

9
月
3
日
間

1
口
日
開

(
7
日
間
)

0
2
級
ジ

l
ゼ
ル
整
備
士
受
験
準

備
講
習

期
間

9
月
四
日
例

i
n
日
働

(
7
日
間
)

0
D
I
S
K
-
B
A
S
-
cm
 

電
所
と
波
戸
岬
海
中
展
望
塔
の
見

学
会
を
実
施
し
ま
す
。

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い。

日
時

8
月
7
日
側
、
午
前
8
時

出
発
(
)午
後
5
時
帰
着
予
定

集
合
(解
散
)場
所

九
州
電
力
側

大
村
営
業
所

※
午
前
7
時
日
分
ま
で
に
ご
集
合

く
だ
さ
い
。

定
員

印
人
(
先
着
順
と
し
ま
す
)

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
弁
当
、

水
筒
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

海
中
展
望
塔
を
見
学
さ
れ
る
人
は

(
大
人
5
0
0
円
、
子
供
2
5
0

円
)

申
込
期
限

8
月
3
日
幽

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

九
州

電
力
開
大
村
営
業
所
(
宮
⑫
2
1

7
1
)
 

期
間

9
月

4
白
川

wi
お
日
例

(
9
日
間
)

0

測
量
入
門

期
間

9
月
日
日
∞

i
M日
制

(
2
日
間
)

0
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
受
験
準
備

予
備
講
習

期
間

9
月
ロ
日
M
w
i--，お
日
幽

(
7
日
間
)

申
込
期
間

8
月
1
日
Mwi
m
日

同
月申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
一T
脳

諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
8
⑫

2
7
2
1
)
 

夏休み子ども教室受講者iまじゅう
中 央 公 民 皇官 幸町25"-'33 合⑪ 31 6 1 

教 室 名 内 容 期 日 対象 ・定員 講師(敬称略)

親子陶芸教室

焼 もの作りを通して、親子の触れ 8月20日側、21日(火)、小学生を持つ
大村陶芸同好会

合いを深める 29日(水)、 9月 2日(日)

(教材費)親子 1組 1，000円 I~ ~ ~ ~~~ 1~2' :~ 0-0 ~ ，~， I 親子 1 ;)組 会員

中 地 区 公民館 松並7丁目246"-'5 H@) 1 3 7 6 

一日親子スケッチ大会
夏休みの 1日を親子(家族)で野 8月19日(日)

親子 30組 村上 善一郎
外に出掛けて、写生を楽しみます。 9 :30-14:30 

子ども紙ネンド教室 1紙ネンドで壁掛などを作ります。 8月20日(月)・27日(月) 小学 3-----6年 紙ネ ン ド人形

(材料費) 800円 10 : 00-----12 : 00 3 0人 グソレープ

親子で、簡単なも のから 、ちょっ
8月22日(水)・29日(水)

小学 4-----6年

親子ケーキづくり教室 と子の込んだものまでを楽し く作 生を持つ親子 広 中 恵 子

ります。(材料費) 親子で1，300円
10 : 00-----12 : 00 

1 2組

子ども簸手芸教室
藤をつかつ て、簡単な小物入れな 8月23日休)・30日休) 小学 3-----6年

坂本 弥生
どを作り ます。(材料費) 300円 10 : 00-----12 : 00 3 0ノ¥

子どもおり紙教 室
おり紙で、季節にちなんだものな 市村幸子

どを折ります。(材料費) 250円 10 : 00-----12 : 00 I 3 0人 吉良 嘉代子

申込期限 8月13日(月)必着 申し込み多数の場合は抽選(8月14日・火)します。

申込方法 往復ハガキに、住所 ・氏名 ・性別 ・学校名 ・学年 ・電話 ・希望する教室を一つ書いてそれぞれの公民

主官へ申し込んでください。二つ以上の教室を希望する人は、希望する教室ごとに往復ノ¥ガキを出してください。

受講 料 無料 (教材費は実費) 申し込み・問い合わせ 各公民館へ
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隠
し
吻
う

県
職
員
採
用
試
験

(
高
校
卒
業
程
度
)

。

一
般
事
務
、
警
察
事
務
、
土
木
、

農
業
土
木
、交
通
巡
視
員

※
志
望
す
る
職
種
は
い
ず
れ
か
1

つ
だ
け
。

資
格

昭
和
付
年
4
月
2
日
(
)
必

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

※
交
通
巡
視
員
は
、
昭
和

ω年
4

月
2
日
i
昭
和
必
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
女
子

『

租

税

に

す

あ

『
申
学
生
の
標
語
』

国
税
庁
と
福
岡
国
税
局
で
は
、

次
代
を
担
う
生
徒
の
皆
さ
ん
に
租

税
の
意
義
や
役
割
を
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
募
集
し
て
い
ま
す
。

。
高
校
生
の
作
文

テ
ー
マ

特
に
限
定
は
し
ま
せ
ん

が
、
内
容
が
租
税
に
関
す
る
も
の
。

例
え
ば
税
に
つ
い
て
の
父
兄
の

体
験
談
や
世
間
の
人
の
話
に
対
す

る
自
分
の
考
え
、
学
校
そ
の
他
で

教
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見

や
感
想
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

11申
日 込
(火)期

間

8
月
幻
目
的
(

)

9

月

。
警
察
官

B

資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
1
必

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間

8
月
幻
日
附

1
9月

日
日
例

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎

県
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務
課

(干
制
長
崎
市
江
戸
町

2
1
日
E

長
崎
⑫
1
1
1
1
)

※
警
察
事
務
、
交
通
巡
視
員
、
警

察
官
B
に
つ
い
て
は
、
大
村
警

察
署
ま
た
は
、
最
寄
り
の
派
出

所
、
駐
在
所
で
も
お
尋
ね
に
な

れ
ま
す
。

校
生
の
作
支
』

応
募
資
格

高
等
学
校
の
生
徒

応
募
数
お
よ
び
字
数

1
人
1
編

に
限
り
3
0
0
0
字
以
内
。
応
募

用
紙
は
、
学
校
ま
た
は
税
務
署
に

あ
り
ま
す
。

締
め
切
り
お
よ
び
申
し
込
み

9
月
5
日
附
ま
で
に
諌
早
税
務

署
へ
。

表
彰

優
秀
作
文
に
は
賞
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

。
中
学
生
の
標
語

テ
ー
マ

特
に
限
定
は
し
ま
せ
ん

愛
用
ポ
ス
タ
ー
」

作
品

「
長
崎
県
ふ
る
さ
と
産
品

県
内
の
優
れ
た
特
産
品
を
多
く

の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
愛
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
一ご
応
募
く
だ

さ
い
。

課
題

「
あ
の
町
こ
の
町

ふ
る

さ
と
の
特
産
品
」

・:
長
崎
県
ふ
る

さ
と
産
品
の
愛
用
を
内
容
と
す
る

も
の
で
、
自
作
未
発
表
の
も
の

応
募
資
格

県
内
の
小
学
生
以
上

の
人

(1
人
1
点
)

規
格

画
用
紙
四
切
り

(
訪
叩
×

臼
叩
)
、
色
材
料
は
自
由

(
た
だ

が
、
内
容
が
租
税
に
関
す
る
も
の
。

例
え
ば
、
道
路
や
橋
な
ど
身
近

に
使
わ
れ
て
い
る
税
を
標
語
に
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

中
学
校
の
生
徒

応
募
数

l
人
何
編
で
も
よ
く
、

特
に
制
限
は
し
ま
せ
ん
。
応
募
用

紙
は
、
学
校
ま
た
は
税
務
署
に
あ

り
ま
す
。

締
め
切
り
お
よ
び
申
し
込
み

9
月
刊
日
開
ま
で
に
諌
早
税
務

署
へ
。

表
彰

優
秀
標
語
に
は
賞
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
(
包

⑫
1
3
7
0
)
ま
で
お
気
軽
に

い
ど
う
ぞ
。

し
、
油
絵
具
類
は
除
く
)

表
彰

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の

部
、一

般
(
高
校
以
上
)
の
部
そ

れ
ぞ
れ
に
、
最
優
秀
1
点
、
優
秀

2
点
、
住
作
若
干
に
記
念
品
を
贈

り
ま
す
。

募
集
期
限

9
月
刊
日
開

応
募
・
問
い
合
わ
せ

県
物
産
振

興
課
(
一Tm
長
崎
市
江
戸
町
2

ー
ロ
宮
長
崎
⑫
1
1
1
1
)

市嘗住宅入居者募

種別 住宅名 戸数 間取 り 家賃(月額・円)

池 田 3DK 15，500 

城 I 3DK  25，200 

tt 松 2 3K~3 DK 7.600~12 . 000 
種

久原第二 3DK 23.800 

原口アパート 1 3DK  20.500 

2 池 田 1 3K 8.400 

旭 1 2K 6，800 

種 竹 松 l 2K 6.400 

久原第二 l 3DK 15.400 

種 Jllj 資 格 申込期間

大 法務教官

①昭れ和の3人6.4 . 2~44 . 4 . 1生ま
8月20日開~

③I昭ア和短44.4.2以降高生木ままれご 9月6日嗣
とー」手

大または専の人

程 お業事がよび来年 3月人同 でに

度 航空管制官 (イ)卒入 見院あ込がみ(7とiのと 等の資
8月24日幽~
9月6日併す

格 る 認 め る 人

刑務出官AC男子) 昭和36. 4 . 2~
BC女子) 48.4.1生まれの人

高 入国警備官 昭和42 . 4 . 2~
48.4.1生まれの人

-王rらて 皇宮護衛官

①昭罰高Qに4校専お5高卒の上4校お第刊2卒以来よ3業降年び学見生来司3込年まのf:lみれ課ま3ので月程で人修まに

8月24日樹~

程
管制 9月6日同

②で高了専およ第び来学年込 3J:l課ま

度 情 報
課程修了見 み学な資の入

③そに 大し学た入人 資ど格入 定院

電子 がと①の合認他格めE同る等人の 格が検事ある

国家公務員|ましゅう

-16-

受け付け 8 月 6 日 (月) ~11 日 仕)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

申込用紙請求および問い合わせ 人事院九州事務局
(干812福岡市博多区博多駅東 2~ll"-' 13 092-

431 "-'7733) 
※受験申込場所は、それぞれに異なっていますので、

ご確認ください。



フー

教

室

ス

日
時

9
月
お

-
M
・
初
日
、
山

月
7
・
刊
日

(
5
回
)
、
午
前
9
時

1
午
後
1
時

場
所

小
路
口
コ

l
ト
(
県
立
ろ

う
学
校
前
)

資
格

市
内
在
住
で
初
心
者
の
人

定
員

必
人
(
先
着
順
)

ご
寄
付

ご
好
意

参
加
料

含
む
)

申
込
期
限

8
月
お
日
間

申
し
込
み

贋
瀧
⑤
(
包
@
7
6

8
6
)
、
参
加
料
を
持
参
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・

ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー

ズ
は
各
自
準
備
く
だ
さ
い
。

・
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
で
き

る
だ
け
白
色
。

主
催

市
テ
ニ
ス
協
会

1
、
0
0
0
円
(
保
険
料

謡
曲
会
(
観
世
流
)
会
員

謡
曲

・
仕
舞
の
け
い
こ
を
始
め

ま
し
た
。

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
例
日

毎
月
第
2
・
4
金
曜
日

午
後
6
時
加
分
1
9
時
加
分

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

a"が
と
う
ご
ポ
V
ま
し
た

。
香
典
返
し

広報おおむら平成 2年 8月号

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
田
中
久
美
子
(
水
田
町
)
叩
万
円

文
化
基
金
へ

V
江
島
フ
ミ
(
池
田
2
丁
目
)
叩

万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
宮
崎
俊
介
(
片
町
)
却
万
円

V
井
手
キ
ミ
(
池
田
2
丁
目
)
印

万
円

V
松
尾
セ
キ
(
武
留
路
町
)
5
万
円

(
敬
称
略
)

(
古
町
2
丁
目
)

3

V
元
土
肥
一

万
円

V
本
田
勝
治
(
杭
出
津
2
丁
目
)

5
万
円

V
有
吉
タ
ケ
(
竹
松
町
)
3
万
円

V
沢
勢
ヒ
サ
(
上
諏
訪
町
)
叩
万
円

V
川
内
秀
雄
(
木
場
2
丁
目
)

5

万
円

V
佐
藤
例
(
上
諏
訪
町
)
印
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
近
藤
澄
子
(
杭
出
津
3
丁
目
)

却
万
円

会
費

月
額
5
0
0
円
(
入
会
金

不
用
)

連
絡
先

保
坂
(
宮
(@
7
9
6
7
)

夏
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時

9
月
9
日
制

・
日
日
目
、

午
前
9
時

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目
・
日
程

9
日・
:
一
般
男
子
B
・
同
女
子
B

日
日
・:
一
般
男
子
A
・
同
女
子
A

お
よ
び
壮
年

※
い
ず
れ
も
シ
ン
グ
ル
ス

な
お
、

A
お
よ
び
壮
年
は
県

体
予
選
を
兼
ね
ま
す
。

資
格

市
内
在
住
者
(
高
校
生
除

く
)

参
加
料

1
、
0
0
0
円
(
た
だ
し

V
峰
純
彦
(
大
川
田
町
)
初
万
円

V
堤
博
行
(
武
部
町
)
却
万
円

V
秋
月
ス
エ
ノ

(乾
馬
場
町
)
叩

万
円

V
福
尾
稔
(
須
田
の
木
町
)
叩
万
円

。

一
般
寄
付

文
化
基
金
へ

V
大
村
民
踊
愛
好
会

l
m
万
円

清
和
国
へ

V
自
民
党
大
村
支
部
婦
人
部
H
H
慰

V
高
原
生
花
居
H
H
父
の
日
に
パ
ラ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
末
、
水
辰

夫

・
岩
井
勝

・
中
島
松

一
・
田
尻

義
彦
)
理
容
奉
仕

V
あ
か
ね
歌
謡
教
室

l
歌
・踊
り
・

協
会
員
7
5
0
円
)

申
込
期
限

8
月
お
日
(
厳
守
)

申
し
込
み

虞
瀧
⑤

(包
@
7
6

8
6
)
、
参
加
料
を
持
参
く
だ
さ
い。

注

意

・

参
加
料
は
不
出
場
の
場

合
で
も
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
申
込
後
の
変
更
は
認
め
ま
せ
ん。

自

{萄

宮

。
二
等
陸
・
海
・
空
士

(
男
子
)

資
格

来
年
3
月
高
校
卒
業
見
込

み
の
人

申
込
期
間

9
月
5
日
肘
1
ロ
月

幻
日
出

試
験
(第
1
回
)

9
月
口
日
間

試
験
場

大
村
駐
屯
地

。
二
等
陸
・
海

・
空
士

(
婦
人
)

資
格

四
歳
1
幻
歳
未
満
の
女
子

カ
ラ
オ
ケ
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
在
福
岡
長
崎
県
人
会
(
東
山
尚

之
会
長
)

H
H
カ
メ
ラ

泉
の
里
へ

V
路
寿
会

l
慰
問

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
中
鉢
徳
男
(
諏
訪
2
丁
目
)
5

万
円

V
山
口
住
夫
(
田
下
町
)
3
万
円

V
富
の
原
2
丁
目
長
寿
会
H
H
慰
問
・

ま
ん
じ
ゅ
う

・
タ
オ
ル

V
中
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

l
慰
問

・
1
万
円

V
前
舟
津
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

l
慰

問

・
石
け
ん

・
タ
オ
ル

・
1
万
円

V
大
島
誠
(
木
場
1
丁
目
)
衣
類

8
月
1
日
制
1
9
月

申
込
期
間

お
日
幽

試

験

日

山

月
8
日
間

試
験
場

大
村
駐
屯
地

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
@

6
2
1
7
)
 

。

一
般
曹
候
補
円
ヰ
生
・
曹
候
補
土

資
格

来
年
3
月
高
校
卒
業
(
見

込
み
)
で
幻
歳
未
満
の
男
子

申
込
期
間

8
月
1
日
制
i
9
月

日
日
同

試
験

9
月
お
日
制

試
験
場

市
コ
ミ
セ
ン

O
航
空
門
主
エ

資
格

高
校
卒
業
(
見
込
み
)
で

初
歳
未
満
の
人

申
込
期
間

8
月
1
日
附
1
9
月

四
日
州

V
植
松
老
人
会
(
タ
オ
ル
)

V
本
町
老
人
会
百
寿
会
l
菓
子

・

手
作
り
紙
花
瓶

・
5
千
円

V
大
川
田
老
人
会

l
奉
仕

V
大
村
地
区
老
連
婦
人
部

l
慰
問
・

は
る
さ
め

V
か
つ
ら
会

l
慰
問
・

1
万
円

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
渡
海
秀
之
(
片
町
)
ま
ん
じ
?
っ

慈
恵
荘
へ

V
野
本
二
松
原
1
丁
目
)
2
万
円

V
元
土
肥

一

(
古
町
2
丁
目
)
5

万
円

V
有
吉
辰
男
(
諏
訪
1
丁
目
)

1

万
円

V
平
田
シ
ズ
エ
(
宮
代
町
)
3
万
円

V
中
橋
イ
ノ
(
東
大
村
2
丁
目
)

試
験
(
一
次
)

9
月
初
日
嗣

試
験
場

大
村
航
空
基
地

先駆的高度総合診療施設

看護婦さん
文募集中グ

面接随時、給与体系は国家公

務員に準 じます。

問い合わせ 人事係執行

(包@ 3121)

国
立
長
崎
中
央
病
院

日
万
円

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗

1
紅
白

ま
ん
じ
ゅ
う

V
久
保
芳
子
(
草
場
町
)
ジ
ャ
ガ

イ
モ

V
須
田
の
木
老
人
ク
ラ
ブ
老
春
会

1
タ
オ
ル

V
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院

l
奉
仕

V
国
立
長
崎
附
属
看
護
学
校

l
奉

仕V
長
崎
ウ
エ
ス

レ
ヤ
ン
短
期
大
学

1
奉
仕

V
か
ざ
ぐ
る
ま

l
演
芸
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春

(本
町
)

l
万
円
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カレbagm8月の健

8
月
は
、

国
民
健
康
保
険
税

(
2期
)
と
、

市
県
民
税

(
2期
)
の
納
期
で
す
。

4日 3歳児健康診査 大村保健所

(水)
妊婦教室(1) 市役所 13 : 00 -16 : 00 

②9 :30-10 :00 13 :00-13 :30 

16日 ⑪昭和62年2月生まれ(61年8月-62年1月生ま

3日 成人の健康相談 福祉センター ②13: 00 -15 : 00 (木) れで、まだ受けていない人も受診してくだきい)

(金) ⑪40歳以上 ⑪血圧;ß.IJ定 ・ みそ i十の塩分濃度 ; ~IJ定 : 3 か ⑮母子健康手帳、問診票

定期巡回献血 市役所 9:30-12:00

|当番医

17日
成人の健康相談 福祉センター 13: 00-12;: 00 

5日 内・小)与那城医院 池田新町 宮③ 5575 ⑪40歳以上
(日)i (皮・泌 佐伯皮膚科i必尿器科医院東本町 宮②4330 (金)

⑫血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか

乳鈎児健康相談 竹松出張所 18日 耳とことばの相談 福祉センタ- 13・00-15:00
②9:30-11:00 13:30-15:00 (土)

6日
⑫離乳食教室 10:30-15:00 

19日
当番医

安産教室 市役所 9:30-11:00 ②9:30まで (内・外)渡辺医院 松原1丁目 2⑤ 8275 (月)
⑪母子健康手帳、ズボン (日)

(産・内)同本産婦人科内科医院 大)11田町 宮③8355
一般健康相談 市役所 13 : 00 -16 : 00 

21日⑫血圧測定 ・ み そ i十の塩分濃度;~IJ定ほか 乳切兜健康相談 萱瀬出張所 ⑤9:30-11 :00 
(火)

ア 日
乳鈎児健康相談 松原出張所⑧13:30-15・00 22日 妊婦教室(3)市役所 13 :00-16: 00 (火) (7i<) 

8(日樹 I妊婦教室凶 市役所 13 :00-
23日 機能訓練根気の会 福祉センタ-13:30-15:30 

(木)

24日
オ歳6か月児健康診査

9日
機能訓練根気の会 福祉セン タ- 13:30-15:30 市コミセン ②13: 00-13: 30 

(木) (金)
@渇?・10日(針と同 じ

オ歳6か月児健康診査

i当番医市コミセン ~1 3 : 00-13: 30 26日 (内・小)松尾医院 玖島 1丁目 2② ~4 12 10日 ⑪昭和6-lc年(平成元年 )1月生まれ(63年8月~
(日) I 外・内1原医院 宮小路 1丁目 E③ 8427 

(金) 12月生まれで、ま fご受けていない 人も受診し

てくだ さい}
鈎児教室 (お口の健康と食生活)⑪母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

28日 市コミセン ⑤9 :45-10 :00 

|当番医
(火) ⑬昭和63年 2月-3月生ま れ

12日 I (内・胃)藤井内科医院東本町 宮② 3878
⑧母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タ オル、コ ソフ

(日)I 限)楠木眼科医院 東=城町 宮② 27 1 1 29日 妊婦教室(4)市役所 13 : 00 -16 : 00 
(水)

14日
乳幼児健康相談 市コミセ ン 略号の説明 ⑪…対象 ⑧・・・受け付け ⑮・・内容

⑤9:30-11:00 13・30-15:00 ⑮…持ってくるもの(火) ⑪...6日(月)と同じ 10:30-E;:00 当番医の診療時間 9:00-18:00 

毎
月
1
回

発

行

発
行
一
昨
/
大
付
市
役
所
宮
山川
ω
4
1
1
1

一術
展
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
ω

康

真

立

印

刷

i"""~回、封、~~、H、~、H、H、H、~骨H、~、耳、耳、H、M、~回、H、守1

j 市民相談コーナー(秘書広報課〉ですべて無料で行って j
8 います。お気軽にご相談ください。

月人権相談 (2日 10 : OO~ 1 5 : 00) 
Z2行政相 談 (9巴 9: 30~ 1 2 : 00) ~ 
定遺律相談 (20日 10: 00'"'-'15 : 00) (変更により)2
i9U 
相年金相談 (22白 10: 00~ 1 5 : 00) ~ 
談不動産相談 (24日 13: 00~ 1 6 : 00) ~ 
巳交通事故相談 (28 日 10:00~ 1 6 : 00)
l ※受け付けは午前 8 時30分より行っています。~

8月の:;t柑ボート (l ~5 日 ・女子リーグ戦 6~7 日 . MB 記念場外発売、
1 4 ~20 日 ・ お盆特選レ ース、 24 ~28 日 )

人口の動き

ア用 T日現在

72，470 
(+73) 

37，959 
( +45) 

34，511 
( +28) 

言十

男

女

人口

たtil3くエヲ%.~

旅博に関す る情報が

流れます

周波数 76.5MHz 

放送期間および時間

7 月28 日~11 月 4 日

午前8時~午後10時 22，497 
( +48) 

-18 

〉内は前月比

世帯数
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